
綾小学校運動会（9月25日撮影）　〜 小学校で運動会が開催されました。会場は児童や保護者らの歓声で活気にあふれていました  〜

「綾ユネスコ・エコパーク」登録へ、国内推薦が決定 
【特集】

「綾ユネスコ・エコパーク」登録へ、国内推薦が決定 
【特集】
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綾町は日本で最も美しい村連合に 
加入しています。 

新「照葉大吊橋」がリニューアルオープン
    

秋のイベント情報
    

年金制度が改正されます
    

10月から「子ども手当」が変わりました
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綾町  
人口  
の  

男
女

総　数
世帯数

転入
転出

40
19

出生
死亡

2
7

3,411
3,902
7,313
3,013

（＋ 9）
（＋ 7）
（＋16）
（＋ 5）

※（　　）は前月比
　現住人口調査10月1日現在

写真 / 騎馬戦の様子 
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平
成
23
年
９
月
28
日
に
、「
日
本
ユ
ネ
ス
コ

国
内
委
員
会
　
人
間
と
生
物
圏
計
画
分
科
会
」

が
文
部
科
学
省
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
綾
町
を
中
心
と
し
た
地
域
が
、
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
（
生
物
圏
保
存
地
域
　
Ｂ
Ｒ
）

の
登
録
地
と
し
て
、
正
式
に
国
内
推
薦
さ
れ

る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
来
年
６
月
ご
ろ

に
は
ユ
ネ
ス
コ
本
部
（
パ
リ
）
で
登
録
の
可

否
が
判
断
さ
れ
ま
す
。 

「
綾
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」

「
綾
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
登
録
へ

登
録
へ
、 

国
内
推
薦
が
決
定

国
内
推
薦
が
決
定 

 

「
綾
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」

「
綾
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
登
録
へ

登
録
へ
、 

国
内
推
薦
が
決
定

国
内
推
薦
が
決
定 

 

「
綾
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
登
録
へ
、 

国
内
推
薦
が
決
定 

 

　
綾
生
物
圏
保
存
地
域
候
補
選
定
に
あ
た
っ
て 

 

　
　 

　
綾
の
照
葉
樹
林
が
ユ
ネ
ス
コ
の

生
物
圏
保
存
地
域
（
Ｂ
Ｒ
）
候
補
に

選
定
さ
れ
た
こ
と
を
ま
ず
は
喜
び

た
い
と
思
い
ま
す
。
世
界
５
０
０
か

所
以
上
の
Ｂ
Ｒ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
結
ぶ
こ
の
制
度
は
、
世
界
の
人
々

が
多
様
で
豊
か
な
生
活
を
実
現
・
維

持
す
る
た
め
に
世
界
の
生
物
圏
を
未
来
の
世
代
に
残
そ
う
と
す
る
壮
大
な
計
画
で

す
。
世
界
に
は
大
き
く
10
タ
イ
プ
の
生
物
圏
が
あ
り
、
照
葉
樹
林
は
そ
の
一
つ
で

す
。
そ
こ
に
す
べ
て
の
動
植
物
が
生
活
し
、
人
間
の
存
在
は
「
生
物
圏
」
に
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
生
物
圏
を
保
全
す
る
こ
と
が
人
間
の
生
活
の
未
来
も
保
証
し
ま
す
。

Ｂ
Ｒ
は
生
物
相
の
保
全
を
担
う
主
体
は
そ
の
地
域
に
生
活
す
る
人
間
だ
と
い
う
考

え
か
ら
、
同
時
に
地
域
の
社
会
経
済
的
発
展
を
目
指
す
と
い
う
考
え
で
運
営
さ
れ
、

そ
の
点
で
単
純
に
生
物
圏
の
保
護
を
目
指
す
既
存
の
保
護
制
度
と
差
別
化
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
よ
り
よ
い
自
然
保
全
を
目
指
す
た
め
と
い
う
点

を
忘
れ
な
い
で
、
本
末
転
倒
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
綾
が
日
本
に

お
け
る
新
生
Ｂ
Ｒ
の
手
本
と
し
て
評
価
さ
れ
た
の
は
こ
う
し
た
調
和
が
あ
る
程
度

実
現
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
り
、
そ
の
上
で
日
本
で
も
数
少
な
い
大
面
積
で
質
の
高
い

照
葉
樹
林
と
し
て
評
価
さ
れ
る
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
的
に
希
少
で
貴
重
な
照

葉
樹
林
の
保
護
の
責
務
が
あ
ら
た
め
て
我
々
に
課
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ

が
ユ
ネ
ス
コ
の
評
価
に
通
っ
て
正
式
決
定
と
な
る
よ
う
に
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

大　澤　  雅　彦 
ＭＡＢ計画委員会委員 

（元東京大学大学院教授） 
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9 月28日 

 

綾の照葉樹林プロジェクト連絡調整会議に、MAB計画委員会副委員長

の酒井暁子氏（横浜国立大学准教授）が来町。 

「人間と生物圏（MAB）計画」について説明を受ける。 

 

綾の照葉樹林プロジェクト第12回

連携会議で、地域づくりワーキング

グループがユネスコエコパークへ

の申請を提言する。綾町長が「ユネ

スコエコパーク（生物圏保存地域；

BR）」へ登録を目指す考えを表明。 

 

ユネスコ関係者３人、アナ・パーシ

ック氏（ユネスコ本部MAB計画委

員会）、洪善基氏（韓国国立木浦大学）、

鈴木邦夫氏（日本ユネスコ国内委員

会）が本町を視察。地域づくりワー

キンググループが本町を紹介し、高

い評価を受ける。 

 

関係市町村　(西都市、小林市、国富町、西米良村)に「ユネスコエコパ

ーク」について、連絡会を開催し説明する。 

 

町民に対し、「ユネスコエコパークを目指して！」のチラシを全戸配布

する。 

 

綾町民に対し綾の照葉樹林プロジェ

クト事業説明会の中で「ユネスコエ

コパーク」の取り組みを紹介する。 

 

「国際照葉樹林サミットin綾」で、「ユ

ネスコエコパーク」に関する分科会

を設ける。 

MAB計画委員会委員長の他、関係者

が参加。 

 

「日本ユネスコ国内委員会　人間と

生物圏計画分科会」が文部科学省で

開催され、正式に国内推薦が決定する。 

９月末日に外務省を通じてユネスコ 

ＭＡＢ事務局に提出。 

1．これまでの経緯 
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2．正式決定までの日程 
　ユネスコの専門家諮問グループによる検討を経て、問題なければユネスコＭＡＢ国際調整理事会に勧告

します。その後、平成24年6～7月ごろに行われるユネスコの国際調整理事会(パリ) で勧告を考思しつつ

審査を受けます。そこで正式に登録されれば、国内では32年ぶりの5例目となり、ユネスコエコパークと

いう名称で、初めての登録となります。 

 
3．ユネスコエコパークが目指しているもの 
　ユネスコエコパークは日本語通称です。正式には「生物圏保存地域（Biosphere  Reserve；BR）といいま

す。ユネスコが昭和46（1971）年に発足させた「人間と生物圏（Man and Biosphere Programme；MAB）

計画」の中心的事業です。生物多様性を保全し、人間と自然の共生と地域社会の持続的な発展を目指してい

ます。日本では、昭和55年に屋久島、大台ケ原・大峰、白山、志賀

高原の4地域が登録されています。 

　また、ユネスコが登録するものに、世界自然遺産というものがあ

りますが、こちらは手つかずの自然をそのまま守り続けるのに対し、

ユネスコエコパークは、保全と利用の調和を目指すというもので、

大きな違いがあります。 

　このユネスコエコパークの理念は、綾町が半世紀をかけて目指し

てきた「人と自然の共生」そのものです。 

 
4．綾地域が評価された点 
①東アジアの照葉樹林帯の北限付近にあり、日本固有種が多い。 

②日本に残されている照葉樹林の面積が一番広く、標高が高い地域

　にブナの自然林がある。 

③平成17年から「綾の照葉樹林プロジェクト」に取り組み、照葉

　樹林を保護し、その周辺を復元することを目指している。  

④有機農業などと連携した町づくりを通じ、自然と人間の共存に配

　慮した地域振興策などが行われている。  

 
5．「綾ユネスコエコパーク」申請エリア 

　土地の利用方法によって3つの地域に区分されることになります。 

核心地域（緑ゾーン）…厳格に保護される地域 

（綾森林生態系保護地域　平成20年指定） 

緩衝地域（青ゾーン）…生態系に優しい活動に利用できる地域 

（環境教育やエコツアー、研究等に利用） 

移行地域（黄ゾーン）…人が生活し生産活動を行う地域 

（農業活動、居住、その他さまざまな利用） 

 
6． 登録されると、どう変わるの？ 

　「綾の照葉樹林プロジェクトエリア」、そして「自然生態系を活かして育てる町」、この綾町全域を「ユネス

コエコパーク」に登録することによって、自然と人間が共存し調和のとれた地域活性をさらに目指していく

ことになります。また、10年ごとにユネスコに定期報告することが定められています。 

　国際的に評価されることで、国内外から訪れる人も増加するでしょう。 

かんしょう 

い 

これまで、みんなが守り続け、ともに生きてきた綾の自然が、世界で評価されています。 
だからこそ、みんなで来年の正式決定を待ちましょう！！ 
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基礎工事 

①主　塔 

②主　索 

③吊　索 

④橋　桁 

⑤耐風索　 
 ・耐風支索 

⑥高　欄 

メインケーブル 
耐風索 

メインケーブル 

①ケーブルバンド 
②吊　索 

①地　組 
②取　付 

アルプホルン演奏 

三世代渡り初め 

テープカット 

記念碑除幕式 

記念式典での町長挨拶 

　新大吊橋をアピールする標語を募集し
たところ、52件の応募があり、審査の
結果、笠井大輔さん（宮崎市）の標語に
決定しました。 

淵上春見さん、清春さん、龍太さんの三
世代一家（北麓地区） 

（大吊橋アピール標語） 
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10/30（日） 

11/3（祝） 

11/20 
（日） 

11/23（祝） 

11/27 
（日） 

手づくり文化祭  
 

自治公民館手づくり文化祭が次のとおり開催されます。各地区の特色ある文化祭をどうぞご覧ください。 

宮　　原 

東 中 坪  

上　　畑 

四　　枝 

古　　屋 

神　　下 

久木野々 

　 麓 　  

北　　麓 

杢　　道 

割　　付 

竹　　野 

倉　　輪 

中　　堂 

揚　　町 

宮　　谷 

二 反 野  

昭　　和 

西 中 坪  

南　　麓 

尾　　立 

9:00 

9:00 

9:00 

10:00 

9:00 

9:00 

10:00 

9:00 

9:00 

9:00 

10:00 

11:00 

9:00 

9:00 

9:00 

9:00 

11:00 

10:00 

10:00 

9:00 

10:00

～16:00 

～15:00 

～15:00 

～15:00 

～16:00 

～16:00 

～15:00 

～16:00 

～15:00 

～16:00 

～16:00 

～14:00 

～15:00 

～15:00 

～15:00 

～15:00 

～15:00 

～15:00 

～16:00 

～15:00 

～15:00

宮原自治公民館 

東中坪自治公民館 

上畑自治公民館 

四枝自治公民館 

古屋自治公民館 

神下自治公民館 

久木野々自治公民館 

麓 自治公民館  

北麓自治公民館 

杢道自治公民館 

割付自治公民館 

竹野自治公民館 

倉輪自治公民館 

中堂自治公民館 

揚町自治公民館 

宮谷自治公民館 

二反野自治公民館 

昭和自治公民館 

西中坪自治公民館 

南麓自治公民館 

尾立自治公民館 

開催日 地　区 時　間 開催場所 開催日 地　区 時　間 開催場所 

※立町自治公民館は、公民館建設中のため今年度は開催されません。 

第30回  綾競馬の開催 
 

　今年も、次のとおり綾競馬を開催します。疾走するサラ

ブレッドや子どもジョッキーによるかわいいポニーレース

をぜひお楽しみください。ご来場の際は、本誌といっしょ

にお配りしています「お楽しみ券」をご持参ください。 

また、開催当日は、綾馬事公苑周辺の交通規制を実施しま

す。周辺の皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご協力をお

願いします。 

と　き　　11月6日（日）午前10時～（小雨決行） 

ところ　　錦原競馬場 

内　容　　軽種やポニーのレースなど全13レース 

　アトラクション　お昼に「第30回記念お楽しみ抽選会」、岩手県滝沢村か

ら色とりどりの装束に身を包んだ馬が行進する「チャグチャグ馬コ」（宝く

じ助成）が来場。園田競馬場所属の現役ジョッキーによる模範騎乗も開催。 

※駐車場に限りがありますので、できるだけ乗り合わせのうえ、ご来場ください。 

　尾堂橋から会場まで無料のシャトルバスを運行しますのでご利用ください。 

 

（綾町自治公民館連絡協議会） 

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 秋のイベント情報 ● 

（産業観光課） 

チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
コ
 

▲
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（産業観光課） 

第30回  綾工芸まつりの開催 
 

　町内の工房が一堂に集まり、さまざまな工芸品や食品の展示即売を

行う ｢第30回綾工芸まつり｣ を開催します。今回は30回目の節目を

迎え、人形作家「安部朱美」の創作人形も展示しながら、綾町の町づ

くりと、「手づくりの里　綾」の歩みを紹介するパネル展示を開催。さ

らに、「工芸まつり」ならではの実演と工芸体験も充実。また、恒例の

「オークション」も今年は毎日開催。「ガラポン抽選会」も乞うご期待。

お気に入りの逸品を探しに、ご家族お揃いでお越しください。 
 

　　と　き　　11月19日（土）～23日（祝）午前9時～午後5時 

　　ところ　　綾てるはドーム 

総合文化祭 ／ 綾・有機農業まつり ／ 農業祭 
 

 
　総合文化祭  
と　き　11月12日（土）午前９時～午後５時 

　　　　11月13日（日）午前９時～午後３時 

ところ　綾町体育館 

　農 業 祭  
と　き　11月12日（土）・13日（日） 

　　　　午前10時～午後4時 

ところ　健康センター前広場 

内　容　子ども綱引き、有機農産物等の即売会など 

 

 

 

 

 
 
　綾・有機農業まつり 
（第23回有機農業推進大会・食のふれあい広場）  
と　き　11月13日（日）午前９時30分～12時20分 

ところ　綾町公民館文化ホール・武道館 

内　容　第23回有機農業推進大会…午前９時30分～ 

　　　　　オープニングイベント／式典／記念公演 

　　　　食のふれあい広場…午後0時20分～午後1時30分 

　　　　  ＊有機農業婦人部18支部による綾の食材を使った郷土料理を囲んでの交流会 

 

出展作品の搬入について 
受付日時：11月10日～11日 
　　　　　　午前9時～午後6時 
受付場所：綾町体育館　 
 
※多数の出展をお待ちしています。 
また、上記日程に搬入ができない場合は教育
委員会（177-1183）までご相談ください。 

子ども綱引き大会開催！！ 
と　き　11月13日（日） 
　　　　集合時間：午前9時30分　開 会 式：午前10時～ 
ところ　健康センター前芝生広場（農業祭会場ステージ前） 
参加者の服　　体操服、帽子 
 

※町内の各地区子ども会のみなさんが参加します。 
　みなさんご声援をお願いします。 

　郷 土 芸 能  
と　き　11月13日（日） 

　　　　　午後１時40分～ 

ところ　健康センター前芝生広場 

披露地区　中堂地区（手踊り） 
　　　　　昭和地区（棒踊り） 
　　　　　神下地区（俵踊り） 

一年間の生涯学習の成果を発表する「総合文化祭」、 

「綾・有機農業まつり」、 

農協主催の「農業祭」が 

催されます。 

● 秋のイベント情報 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

工芸まつり期間中、 
てるはドーム駐車場で綾の 
うまい食べものを集めた 
食のイベントを同時開催。 

「がんばれ日本」 
東北三県特別物産展も 

開催決定！ 
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&子ども手当  一問一答 
10月からの子ども手当について説明します。 

　どうして現在子ども手当を受給してい
る人も申請をするのですか？ 
 
　新しい法律により支給要件等の変更が
行われたことから、改めて支給の対象とな

るかどうかを確認する必要があるからです。 
　なお、今までの子ども手当や児童手当は、毎
年6月に「現況届」の提出が必要でしたが、平成
23年6月は提出を求めず、受給者の方の負担軽
減を図っていたこともあり、今回、支給対象と
なるお子さんを持つ全ての方から申請をしてい
ただくことになりましたので、ご理解のほど、
よろしくお願い致します。 

 
　子どもが海外に住んでいる場合は子ど
も手当をもらえないのですか？ 
 
　お子さんが海外に住んでいる場合は、原
則として子ども手当を受け取ることはで

きません。ただし、お子さんが海外の学校に留
学している方は、子ども手当を受け取ることが
できる場合があります。 
 

　子どもが児童養護施設などに入所して
いる場合は、子ども手当はもらえますか？ 
 
　お子さんが児童養護施設などに入所し
ている場合は、原則として入所している施

設の設置者等が子ども手当を受け取ることにな
ります。 

 
　保育料や学校給食費などを子ども手当
から差し引くということを聴きましたが？ 
 
　市町村の判断により、10月からは、子
ども手当から保育料を差し引くことが可

能となります。 
　また、同意していただいた方については、学
校給食費などを差し引いて子ども手当を支給す
ることができるようになります。 

これまで子ども手当を受け取っていた方も含め、全ての方が申請が必要です。 

10月から「子ども手当」が変わりました申請をお忘れなく！！ 
●中学校卒業前までのお子さんを持つ方へ●● 

10月分からの支給額は以下のように変わります。 

申請が  
必要です 

以下の方は速やかに申請して下さい。

・10月以降に他の市町村へ転居した方　　・10月以降にお子さんが生まれた方 

詳しくは、お住まいの市町村へお問い合わせください。 

厚生労働省・宮崎県・綾町（福祉保健課  TEL.77-1114） 
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子育て支援 
センター 
77-1154

一
時
的
保
育
を
希
望
さ
れ
る
方
へ 

 

　「
ど
う
も
体
調
が
悪
く
て
、
子
供
の
世
話
を
す
る
の
が
つ
ら
い
」、「
冠
婚
葬
祭
な
ど
で

子
供
を
連
れ
て
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
と
き
に
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

利
用
時
間
・
・
・
月
〜
土
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
右
記
時
間
以
外
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

利
用
料
金
・
・
・
半
日
　 

　
５
０
０
円
（
お
や
つ
１
回
） 

１
日 

　
１
０
０
０
円
（
副
食
、
お
や
つ
２
回
） 

 

2
日
（
水
）
わ
く
わ
く
広
場 

　 時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
作
り 

　 か
わ
い
い
リ
ー
ス
を
ク
リ
ス
マ
ス
に
飾
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？
材
料
は
準
備
し
ま
す
。
　 

 

 

4
日
（
金
）
綾
っ
子
広
場 

　 時
　
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
割
付
　「
英
農
園
」 

内
　
容
　
み
か
ん
狩
り 

　 馬
事
公
苑
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

9
日
（
水
）
親
子
教
室
「
コ
ア
ラ
」　 

　 時
　
間
　
午
前
９
時
20
分
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
幼
稚
園
、
保
育
園
（
所
）
見
学 

　 一
緒
に
遊
び
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

生
活
の
様
子
や
施
設
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　 

 

16
日
（
水
）
ゆ
っ
た
り
子
育
て
教
室 

　 時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
芋
掘
り 

　 ５
月
に
植
え
た
苗
に
大
き
い
お
芋
が
入
っ
て

い
る
か
な
？
取
れ
た
て
の
お
芋
で
豚
汁
を
作

り
ま
す
。
お
に
ぎ
り
、
お
茶
等
お
持
ち
下
さ
い
。 

汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

  

25
日
（
金
）
誕 
生 

会 

　 時
　
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

と
こ
ろ
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

内
　
容
　
11
月
生
ま
れ
の
誕
生
会
を
開
き

　
　
　
　
ま
す
。 

　 対
象
者
に
は
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

ハ
ガ
キ
が
届
か
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

  

 

　
朝
夕
の
気
温
差
が
激
し
い
こ
の
時
期
は
、

子
ど
も
た
ち
の
服
装
に
頭
を
悩
ま
す
こ
と

が
多
い
も
の
で
す
。
よ
く
、「
こ
ど
も
は
お

と
な
よ
り
体
温
が
高
め
」
と
い
い
ま
す
が
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
寒
が
り
の
子
に
薄
着
を

さ
せ
体
を
冷
や
し
て
し
ま
っ
て
は
、
か
ぜ

を
引
く
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

　
子
ど
も
が
い
つ
も
元
気
で
い
る
た
め
に

は
、
そ
の
子
に
と
っ
て
こ
こ
ち
よ
い
衣
服

を
身
に
着
け
る
「
適
着
」
と
い
う
考
え
が

大
切
で
す
。
暑
さ
や
寒
さ
に
応
じ
た
そ
の

子
な
り
の
「
適
着
」
の
こ
こ
ち
よ
さ
が
実

感
で
き
る
と
、
子
ど
も
は
成
長
に
伴
い
、

自
分
自
身
で
脱
ぎ
着
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。 

　
そ
の
た
め
に
も
、
乳
児
の
う
ち
か
ら
気

温
や
そ
の
子
の
日
々
の
体
調
に
合
わ
せ
て
、

こ
ま
め
に
衣
服
を
調
整
し
、
適
着
の
気
持

ち
よ
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
３
歳
ご
ろ
か
ら
、「
暑
く
な
い
？
」

な
ど
と
こ
と
ば
か
け
し
、
衣
服
の
調
節
を

考
え
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
と
、
就
学
ま

で
に
自
分
で
調
整
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。 

  

綾っ子広場（バス遠足） 

（
神
下
地
区
）

（
神
下
地
区
）

（
北
麓
地
区
）

（
神
下
地
区
）

（
割
付
地
区
） 

平
成
23
年
9
月
3
日
生 

平
成
23
年
9
月
12
日
生 

平
成
23
年
9
月
24
日
生 

平
成
23
年
9
月
29
日
生 

平
成
23
年
9
月
30
日
生 

10
月
10
日
ま
で
に
届
出
の

あ
っ
た
子
ど
も
さ
ん
で
す 

お
誕
生 

お
め
で
と
う

※掲載を希望されない場合は、出生届提出の際にお申し出ください。 
 

 

さ
　 

と
う
　  

ひ 

よ  

り 

 

お
　 

ざ
き
　 

り
ん
た
ろ
う 

み
や  

ざ
き
　 

け
い
　 

ご 

 

し
　  

み
ず
　
け
ん
　 

と 

と
み
　
や
ま
　
し
ゅ
う 

と 

ち
ゃ
ん
（
女
） 

ち
ゃ
ん
（
男
） 

ち
ゃ
ん
（
男
） 

ち
ゃ
ん
（
男
） 

ち
ゃ
ん
（
男
） 
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日付 
時間 地区 時間 地区 実施日 実施日 

地　区 診療時間 

無医地区巡回診療 集合場所：各自治公民館 

◎
離
乳
食
教
室 

と
　
き
　
11
月
８
日（
火
）午
後
２
時
〜 

対
　
象
　
乳
児
を
持
つ
母
親
　 

　 ◎
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
（
昼
） 

と
　
き
　
11
月
９
日（
水
）午
前
９
時
30
分
〜 

対
　
象
　
妊
婦
　 

　 ◎
乳
児
相
談
（
お
っ
ぱ
い
・
育
児
相
談
） 

と
　
き
　
11
月
11
日
（
金
）
午
後
１
時
〜 

対
　
象
　
乳
児
と
母
親
　 

　 ◎
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
（
夜
） 

と
　
き
　
11
月
18
日（
金
）午
後
７
時
〜 

対
　
象
　
妊
婦
と
そ
の
夫
　 

　 ◎
　 

歳
児
健
康
診
査 

と
　
き
　
11
月
25
日
（
金
） 

対
　
象
　
平
成
20
年
３･

４･

５
月
生 

　
　
　
　
お
よ
び
未
受
診
者 

＊
対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

　 ※
す
べ
て
健
康
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。 

 

　
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
に
つ
い
て 

　 　
次
の
と
お
り
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
投
与

を
行
い
ま
す
。 

 
と
　
き
　
11
月
22
日
（
火
） 

受
　
付
　
午
後
２
時
〜
２
時
30
分 

と
こ
ろ
　
健
康
セ
ン
タ
ー 

対
象
者
　
生
後
３
ヶ
月
か
ら
生
後
90
ヶ
月

　
　
　
　（
７
歳
半
）
未
満
で
２
回
投
与
を 

　
　
　
　
終
了
し
て
い
な
い
方 

そ
の
他
　
母
子
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。 

 

※
詳
し
く
は
健
康
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

  　
赤
ち
ゃ
ん
運
動
会
の
写
真
が 

　
で
き
て
い
ま
す 

　 

　
10
月
13
日
に
開
催
し
ま
し
た
赤
ち

ゃ
ん
運
動
会
の
写
真
が
で
き
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
健
康
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
の
お
知
ら
せ 

　 　
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

を
実
施
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
か
か

り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

対
象
者 

①
満
65
歳
以
上
の
方 

②
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
・
腎
臓
も

し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
の
障
害

が
あ
り
、身
体
障
害
者
手
帳
１
級
を
お
持

ち
の
方（
身
体
障
害
者
手
帳
の
提
示
が
必
要
） 

方  

法
　
個
別
接
種 

（
実
施
医
療
機
関
に
て
接
種
を
１
回
） 

期
　
間
　
12
月
31
日
（
土
）
ま
で 

料
　
金   

自
己
負
担
　
一
、
〇
〇
〇
円 

医
療
機
関 

宮
崎
県
内
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
実
施
し
て
い
る
医
療
機
関 

　
※
保
険
証
・
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

健
康
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
福
祉
保
健

課
お
よ
び
健
康
セ
ン
タ
ー
で
交
付
し
て
い
ま
す
。 

 
＊
今
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
な

い
た
め
、
非
課
税
世
帯
等
へ
の
接
種
費

用
の
補
助
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。 

77-0195

健 康 
センター 

お
し
ら
せ 

　
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
づ
く
り
、
母
子
保
健
、
介
護
保
険
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
母
子
手
帳
は
随
時
発
行
し
ま
す
。
妊
娠
が
分
か
っ
た
ら
早
め
に

母
子
手
帳
を
も
ら
い
、
妊
婦
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。（
妊
婦
健
診

助
成
は
14
回
で
す
。） 

13：00～　 
　14：00 

 
13：00～　 
　14：00

倉　輪 

広　沢 

 

14（月） 

15（火） 

日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 

日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 
日（　） 

火 
水 
金 
火 
水 
木 
月 
火 
水 
 

1 
2 
4 
8 
9 
10 
14 
15 
16

金 
月 
木 
木 
金 
月 
火 
水 

18 
21 
24 
24 
25 
28 
29 
30

9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 

9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 
9:30～ 

西中坪 
立　町 
麓 
神　下 
北　麓 
尾　立 
昭　和 
二反野 

中　堂 
四　枝 
古　屋 
宮　谷 
揚　町 
上   畑 
南　麓 
宮　原 
東中坪 ＊ 中堂、二反野は高齢者講座に参加します。 

3.6
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【 一般書 】 
図説「侍」入門 
赤とんぼはなぜ竿の先にとまるのか？ 
太陽光発電の家づくり入門 
カヨ子ばあちゃん７３の言葉 
農家レストランの繁盛指南 
百鬼夜行殺人事件 
密売人 
藁にもすがる獣たち 
水底フェスタ 
光あれ 
 

【 児童書 】 
高校受験すぐにできる40のこと 
北の馬と南の馬 
長友佑都 
帰命寺横町の夏　　　　 柏葉 幸子/作 
ウイッシュ　　　　  フェリーチェ・Ａ/作 
コウモリとしょかんへいく 
びゅ～んびょ～ん 
ゆめちゃんのハロウィーン 
よるのえんてい 

新 し く 入 っ た 本  新 し く 入 っ た 本  ※他にもたくさんの本が入っています 

赤川 次郎/著 

佐々木 譲/著 

曽根 圭介/著 

辻村 深月/著 

馳　星周/著 

てるは 
図書館 
77-0180

読
書
週
間 

 

　
10
月
27
日
〜
11
月
９
日
は
読
書
週
間

で
す
。 

　
一
冊
の
「
本
」
と
の
出
会
い
が
、
人
生
を

変
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

本
の
中
か
ら
、
ま
ず
は
自
分
の
興
味
が
あ

る
も
の
を
手
に
取
り
、
読
ん
で
み
ら
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。 

　「
何
を
読
ん
だ
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
方
こ
そ
、
ぜ
ひ
図
書
館
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
き
っ
と
あ
な
た
に
合
っ
た
本

に
出
会
え
る
は
ず
で
す
。
困
っ
た
と
き
は
、

遠
慮
な
く
職
員
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。 

　
読
書
週
間
が
、
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
読

書
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
き

っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

図
書
館
活
用
法 

 

　
館
内
に
は
、
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
、
そ
の
中
に
照
葉
樹
林
関
係
の
本
を
揃

え
て
い
ま
す
。 

　
図
書
館
で
は
、
綾
町
で
開
催
さ
れ
る
大

会
等
に
合
わ
せ
て
、
講
師
の
先
生
の
著
書

を
揃
え
て
い
ま
す
。
講
演
を
聴
く
だ
け
で

な
く
、
先
生
方
の
著
書
に
触
れ
て
み
る
の

も
楽
し
み
の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
今
年
開
催
さ
れ
た
、
照
葉
樹
林
サ
ミ
ッ

ト
・
照
葉
樹
林
文
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お

見
え
に
な
っ
た
先
生
方
の
著
書
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。 

『
世
界
自
然
環
境
大
百
科 

６
』 

大
澤 

雅
彦
／
総
監
訳 

『
森
林
療
法
の
す
す
め
』　
　
上
原
　
巌
／
著 

『
再
生
・
照
葉
樹
林
回
廊
』　 

上
野
　
登
／
著 

『
雪
男
は
向
こ
う
か
ら
や
っ
て
来
た
』 

角
幡 

唯
介
／
著 

 

こ
の
本
い
か
が
？
„
旬
“
の
本 

 

　
そ
ろ
そ
ろ
鍋
の
お
い
し
い
季
節
と
な
り

ま
し
た
ね
。
レ
シ
ピ
本
を
見
て
、
い
つ
も

と
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
鍋
に
挑
戦
し
て
み
ま

せ
ん
か
？ 

『
う
ま
い
鍋
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
１
０
０
』 

渡
辺
あ
き
こ
／
著 

『
そ
う
だ
、
今
日
も
鍋
に
し
よ
う
！
』 

藤
井
　
恵
／
著 

『
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
ベ
ジ
鍋
』　 

日
本
ベ
ジ
タ
ブ
ル
＆
　
　
　
　
　 

フ
ル
ー
ツ
マ
イ
ス
タ
ー
協
会
／
著 

 

家
に
眠
っ
て
い
る
本
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

 

　
図
書
館
で
は
「
図
書
館
ま
つ
り
」
を
１

月
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

　
こ
の
ま
つ
り
の
中
で
、
町
民
の
み
な
さ

ま
か
ら
頂
い
た
本
を
配
付
す
る
「
ブ
ッ
ク

リ
サ
イ
ク
ル
」
を
行
い
ま
す
。 

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
、
ご
家
庭
で
読

み
終
え
た
本
を
集
め
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

受
付
日
時
　
火
〜
日
曜
日
（
開
館
時
間
内
） 

受
付
場
所
　
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー 

受
付
図
書
　
児
童
書
、絵
本
、小
説
、実
用
書
、

　
　
　
　
　
文
庫
本
、
コ
ミ
ッ
ク
な
ど 

 

＊
大
量
の
本
を
お
持
ち
い
た
だ
く
場
合
は
事
前

　
に
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

＊
記
名
・
汚
れ
・
破
れ
・
落
書
き
の
あ
る
も
の
、

　
百
科
辞
典
・
全
集
・
内
容
の
古
い
実
用
書
な

　
ど
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。 

　
月
の
行
事 

●
子
ど
も
映
写
会 

19
日（
土
）  

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
20
分 

ア
ニ
メ
　「
イ
ソ
ッ
プ
物
語
」 

●
お
は
な
し
会 

　
毎
週
土
曜
日
　
午
後
２
時
〜
２
時
30
分 

 　
月
の
休
館
日 

１
日
（
火
）・
毎
週
月
曜
日
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照葉樹林のコーナー 



地
区 

日
付 

（火） 

（水） 

（木） 

 

（金） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

 

（金） 

（月） 

（火） 

（旧）焼却場開場日　　『午前９時～午後４時』 
　　　古紙・古布類〔再利用できる新聞・ダンボール・洋服など〕 

※但し、布団は燃やせるごみ　 

（旧）焼却場開場日　　『午前９時～午後４時』 
　　　古紙・古布類〔再利用できる新聞・ダンボール・洋服など〕 

※但し、布団は燃やせるごみ　 

上 畑・四 枝 
中 堂・揚 町 
立 町 

宮　谷 
古　屋 
昭　和 

宮　原 神　下 
東中坪 
西中坪 
南　麓 

麓 
北　麓 

杢 道・割 付 
倉 輪・二反野 
久木野  々
竹 野・尾 立 

1 

2 

3 
 

4 

7 

8 

9 

10 
 

11 

14 

15

※（　）内の色は、ごみ袋の色です。 

※新聞や段ボールなどの古紙は、ビニールひもで十文字に縛りましょう。 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

 

ペットボトル（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

ペットボトル（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

ペットボトル（赤） 

 
 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

 

蛍光管・乾電池 
布類（赤） 
ダンボール 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

 

 

カン・ビン（赤） 

 

カン・ビン（赤） 

 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

ペットボトル（赤） 

 

 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

 

ペットボトル（赤） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

 

 

カン・ビン（赤） 

 

 

カン・ビン（赤） 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

ペットボトル（赤） 

 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

 

ペットボトル（赤） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

新 し く 入 っ た 本  新 し く 入 っ た 本  ●●



地
区 

日
付 

一般廃棄物最終処分場　　がれきやブロック片などの埋立ごみ・火山灰 
（旧）焼却場開場日　　　  古紙・古布類 『午前９時～午後４時』 

（旧）焼却場開場日　　『午前９時～午後４時』 
　　　古紙・古布類〔再利用できる新聞・ダンボール・洋服など〕 

※但し、布団は燃やせるごみ　 

（水） 

（木） 

 

（金） 

（日） 

（月） 

（火） 

（水） 

（木） 

（金） 

（月） 

（火） 

（水） 

上 畑・四 枝 
中 堂・揚 町 
立 町 

宮　谷 
古　屋 
昭　和 

宮　原 神　下 
東中坪 
西中坪 
南　麓 

麓 
北　麓 

杢 道・割 付 
倉 輪・二反野 
久木野  々
竹 野・尾 立 

16 

17 
 

18 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

28 

29 

30

※（　）内の色は、ごみ袋の色です。 
※新聞や段ボールなどの古紙は、ビニールひもで十文字に縛りましょう。 

 

 

 

 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

 

カン・ビン（赤） 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

金属類（赤） 
燃やせないごみ（黒） 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

 

 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

カン・ビン（赤） 

古　紙 
　〔雑誌・菓子箱〕 
　〔牛乳パック〕 
　〔新聞チラシ類〕 

 

蛍光管・乾電池 
布類（赤） 
ダンボール 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 

 

 

 

 

カン・ビン（赤） 

古紙 〔雑誌・菓子箱〕 
　　 〔牛乳パック〕 
　　 〔新聞チラシ類〕 
容器包装プラ（赤） 
燃やせるごみ（緑） 

 

蛍光管・乾電池 

布類（赤） 

ダンボール 

 

 

 

金属類（赤） 

燃やせないごみ（黒） 

 

容器包装プラ（赤） 

燃やせるごみ（緑） 
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有機農業 
開発センター 
77-0100

　
平
成
　 

年
度
綾
町
肉
用
牛
生
産
者
大
会 

 

　
９
月
20
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
た
平
成

23
年
度
綾
町
肉
用
牛
生
産
者
大
会
に
お
い

て
、
次
の
方
々
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
更
な
る

飼
養
管
理
に
努
め
ら
れ
、
当
町
の
畜
産
業

の
発
展
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
期

待
し
ま
す
。 

■
綾
町
長
賞
（
特
別
賞
） 

　
綾
西
支
部
（
二
反
野
・
倉
輪
・
広
沢
） 

　
児 

玉  

安 

成
（
割
付
） 

　
榎 

田  

裕 

樹
（
尾
立
） 

■
綾
町
農
業
協
同
組
合
長
賞 

平
成
21
年
度
優
良
子
牛
生
産
（
雌
牛
の
部
） 

　
藤 

元  

教 

利
（
古
屋
） 

平
成
21
年
度
優
良
子
牛
生
産
（
去
勢
牛
の
部
） 

　
尾 

原  

信 

良
（
古
屋
） 

平
成
22
年
度
優
良
子
牛
生
産
（
雌
牛
の
部
） 

　
淵 

本  

一 

美
（
二
反
野
） 

平
成
22
年
度
優
良
子
牛
生
産
（
去
勢
牛
の
部
） 

　
上 

村  

正 

行
（
宮
原
） 

平
成
22
年
度
優
良
支
部 

　
綾
西
支
部
（
二
反
野
・
倉
輪
・
広
沢
） 

■
綾
町
肉
用
牛
振
興
協
議
会
長
賞 

　
児 

玉  

安 

成
（
割
付
） 

　
榎 

田  

裕 

樹
（
尾
立
） 

              

　
イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル
被
害
対
策
に
つ
い
て 

 

　
町
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
対
策
と
し
て
の
電

気
防
護
柵
、
サ
ル
対
策
と
し
て
の
侵
入
防

止
柵
の
設
置
費
の
補
助
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。 

　
設
置
す
る
柵
の
条
件
や
補
助
率
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、
農
林
振
興
課
（
1
七
七
―

〇
一
〇
〇
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

　 

 

　
家
畜
伝
染
病
予
防
法
が 

　
改
正
さ
れ
ま
し
た 

 

　
口
蹄
疫
や
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
発
生
を
踏
ま
え
家
畜
伝
染
病
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
家
畜
・
家
き
ん
を
飼
養
す

る
方
の
、
家
畜
伝
染
病
発
生
予
防
等
に
関

す
る
責
務
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。 

 

１
．施
設
・
敷
地
の
出
入
口
付
近
に
消
毒

設
備
の
設
置 

　
家
畜
伝
染
病
を
侵
入
さ
せ
な
い
よ
う
、

適
切
に
消
毒
す
る
た
め
の
設
備
（
動
力
噴

霧
器
、
踏
み
込
み
消
毒
槽
等
）
を
設
置
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
農
場
へ
出
入
り

す
る
人
や
車
両
は
必
ず
消
毒
し
て
下
さ
い
。 

 

２
．適
切
な
衛
生
対
策（
消
毒
の
実
施
等
） 

　
家
畜
伝
染
病
発
生
予
防
及
び
発
生
時
の

ま
ん
延
防
止
対
策
と
し
て
、
消
毒
そ
の
他

の
適
切
な
衛
生
管
理
に
努
め
て
下
さ
い
。 

 

３
．飼
養
状
況
・
衛
生
管
理
状
況
の
報
告 

　
飼
養
し
て
い
る
頭
・
羽
数
及
び
飼
養
衛

生
管
理
の
状
況
に
つ
い
て
毎
年
県
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
、

飼
養
状
況
や
衛
生
管
理
、
農
場
に
出
入
り

す
る
人
や
車
両
に
つ
い
て
も
記
帳
を
行
い

ま
し
ょ
う
。 

４
．異
常
家
畜
・
家
き
ん
の
早
期
発
見
・
通
報 

　
家
畜
伝
染
病
を
疑
う
症
状
や
死
亡
数
の

増
加
な
ど
、
異
常
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、

速
や
か
に
家
畜
保
健
衛
生
所
へ
届
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

５
．埋
却
地
の
確
保 

　
万
一
の
家
畜
伝
染
病
発
生
時
に
備
え
、

家
畜
・
家
き
ん
の
所
有
者
は
飼
養
規
模
に

応
じ
た
埋
却
地
を
確
保
し
て
下
さ
い
。 

 

６
．手
当
金
の
返
還
等 

　
適
切
な
予
防
対
策
や
早
期
発
見
・
早
期

通
報
な
ど
適
切
な
処
置
を
怠
っ
た
場
合
は
、

手
当
金
の
全
部
又
は
一
部
が
交
付
さ
れ
な

か
っ
た
り
、
又
は
返
還
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

 

　
連 

絡 

先 

宮
崎
家
畜
保
健
衛
生
所 

　
2
（
〇
九
八
五
）
七
三
―
一
三
七
七 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
み
や
ざ
き
中
部
セ
ン
タ
ー 

　
2
（
〇
九
八
五
）
七
五
―
二
〇
七
四 

綾
町
役
場
農
林
振
興
課 

　
2
（
〇
九
八
五
）
七
七
―
〇
一
〇
〇 

  

毎
月
20
日
は
、 

「
県
内
一
斉
消
毒
の
日
」
で
す
。 

畜
舎
等
の
消
毒
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
！ 

23
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　『税』証明書等の交付申請について（一部改訂） 
 
　税に関する証明には、個人又は法人の秘密に関する事項が多く含まれていますので、本人以外の
方が申請する場合には、本人の委任状が必要です。また、本人が委任状に署名出来ない場合は代筆

申立書が必要です。尚、代理人の方の印鑑も必要ですので、必ずご持参下さい。 

　「昼休み時間中（正午から午後1時）の税証明の交付」につきましては、午前中に電話申込みをし
ておかないと発行できませんので、ご注意ください。 

　　＊ 委任状の様式は綾町のホームページ内の“申請ダウンロード”でも入手できます。 

　　＊ 代筆申立書は綾町役場の窓口にて配布しております。 

年末調整の準備はお早めに 
 
　12月は、給与等に係る源泉所得税の年末調整の月です。給与所得者の給与やボーナスから源泉
徴収された所得税の年間合計額は、実際の年税額と一致しないのが通常です。そのため、毎年末に
この差額を精算する「年末調整」が必要となり、この手続きは勤務先で行います。次に該当する人
は、勤務先への申告をお願いします。 

●年の中途での、結婚や出産、就職などによる扶養親族の人数及び扶養親族
　の所得金額に異動があるとき。 
●社会保険料、生命保険料及び地震保険料などの支払いがあるとき 

◆ 年末調整説明会 
　 ○ 対　象　　事業所の年末調整事務担当者 
　 ○ 日　時　　11月25日（金）午後2時～午後3時45分 
　 ○ 会　場　　宮崎市民文化ホール（宮崎市花山手東3-25-3） 
　 ○ 持参していただく書類 
　　　　　　　  ①平成23年分年末調整のしかた 
　　　　　　　  ②平成23年分給与所得の源泉徴収票等の法定調書の作成と提出の手引 

◆ 問合せ先　 宮崎税務署　TEL 0985-29-2151　 
　　　　　　　  ※自動音声案内②　内線351・352

 

11月11日～17日までは「税を考える週間」です。 
 

　「税を考える週間」は、国民生活に深いかかわりを持っている税について、その意義（必ず要性）

及び役割（使途）や税務行政の現状を分かりやすく説明するとともに、国の基本となる税に対する

理解を深めていただくために設けられているものです。 

　今年は、「税の役割と税務署の仕事」をテーマとして、経済活動のＩＴ化・国際化をはじめとした

社会・経済情勢の変化に伴う税務行政の様々な取組の紹介等を行うことにしています。 

　国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）では、特集ページを開設し、テーマに即した情報

を提供するほか、広く国民の皆様から国税庁に対する要望等を聴取するためのアンケート窓口を

開設しますので、ご利用ください。 

（注 意） 
●本年は年末調整説明会場が変更さ
れていますので、ご注意ください。 
●当日は、駐車場がありませんので、
公共交通機関をご利用ください。 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~~~~~~~~~
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Information
    

　
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
で
は
、
用
排

水
路
一
斉
清
掃
を
実
施
し
ま
す
。
町
民
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

と
　
き
　
11
月
６
日
（
日
） 

 

※
燃
や
せ
る
ご
み
・
燃
や
せ
な
い
ご
み
は
各

地
区
で
分
別
し
て
袋
に
入
れ
て
保
管
し
、

地
区
の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
用
排
水
路
で
出
た
粗
大
ご
み
に
つ
い

て
は
、
一
か
所
に
集
め
て
町
民
生
活
課
へ

連
絡
し
て
だ
さ
い
。（
家
庭
内
で
出
た
粗

大
ご
み
等
に
つ
い
て
は
、
後
日
エ
コ
ク
リ

ー
ン
プ
ラ
ザ
み
や
ざ
き
に
直
接
持
っ
て
い

っ
て
く
だ
さ
い
。） 

 

（
社
会
教
育
課
） 

 

　
綾
町
の
公
共
下
水
道
は
、
今
年
で
供
用

開
始
６
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
回
新

た
に
、
左
の
地
図
に
示
す
範
囲
（
麓
地
区

の
一
部
）
に
お
住
ま
い
の
方
が
、
下
水
道

に
接
続
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
皆
さ
ん
が
加
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ

ら
に
町
の
住
環
境
を
良
く
す
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
早
め
の
加
入
（
接
続
）
を
ご

検
討
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

＊
な
お
、
現
在
ま
だ
下
水
道
に
未
加
入
の
お

宅
を
対
象
に
、
加
入
推
進
の
た
め
の
個
別

訪
問
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
節
は

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
建
設
課
　
七
七
―
三
四
六
七 

  

 

　
労
働
者
（
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）
を
１

人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、
労
働
保

険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に
加
入
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。 

　
更
生
労
働
省
で
は
、
11
月
を
「
労
働
保

険
適
用
促
進
強
化
期
間
」
と
し
、
適
用
促

進
の
広
報
活
動
や
加
入
手
続
指
導
に
集
中

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
労
働
保
険
未
手
続
き
の
事
業
主
は
、
自

主
的
に
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。 

　
加
入
手
続
き
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
ま
た
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
宮
崎
労
働
局 

　
　
　
　（
〇
九
八
五
）
三
八
―
八
八
二
二 

    

　
11
月
の
水
質
検
査
は
、
11
月
29
日
（
火
）

で
す
。
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
28
日
（
月
）

ま
で
に
検
査
容
器
を
役
場
ま
で
取
り
に
来

て
く
だ
さ
い
。 

　
検
査
手
数
料
は
五
、
二
五
〇
円
で
す
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
建
設
課
上
下
水
道
係
　
七
七
―
三
四
六
七 

 

 

 

　
65
歳
以
上
に
な
る
と
、
介
護
保
険
料
を

納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。（

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
は
医
療
保
険
の
中
で

納
付
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
） 

　
特
に
今
年
65
歳
に
な
ら
れ
た
方
に
つ
い

て
は
、
最
初
の
約
半
年
間
か
ら
１
年
間
は

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
そ
の
後
に
年

金
か
ら
の
差
し
引
き
に
代
わ
る
方
も
い
ま

す
。）
別
の
税
金
な
ど
が
口
座
振
替
に
な
っ

て
い
て
も
、
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
町
内

金
融
機
関
で
口
座
振
替
申
請
を
さ
れ
な
い

と
、
口
座
振
込
に
は
な
り
ま
せ
ん
。 

　
介
護
保
険
制
度
は
、
地
域
み
ん
な
で
支

え
あ
う
制
度
で
す
。
未
納
さ
れ
る
方
が
い

ま
す
と
、
保
険
料
の
上
昇
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
未
納
に
な
ら
な
い
よ
う
に
保
険
料

を
納
付
し
ま
し
ょ
う
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
福
祉
保
健
課
　
保
健
推
進
係 

　
　
　
　
　
　
　
七
七
―
一
一
一
四 

●

●
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Information
  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
平
成
24
年
度
の
園
児
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。 

①
募
集
年
齢
及
び
人
数 

満
３
才
児
…
…
若
干
名 

(

平
成
24
年
度
中
に
３
歳
を
迎
え
る
児
童) 

３
才
児
…
… 

10
名
　
　 

４
才
児
…
… 

10
名 

５
才
児
…
… 

７
名 

②
募
集
開
始
日 

　
平
成
23
年
11
月
１
日
（
火
） 

③
申
込
み
方
法 

申
し
込
み
用
紙
に
ご
記
入
の
う
え
、
入

園
料
二
、
〇
〇
〇
円
を
そ
え
て
、
平
成

24
年
１
月
31
日
ま
で
に
園
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。 

④
面
　
接 

準
備
資
料
を
得
る
た
め
に
、
次
の
日
程

で
保
護
者
と
本
人
の
面
接
を
行
い
ま
す
。 

平
成
24
年
２
月
４
日
（
土
） 

＊
時
間
に
つ
い
て
は
後
日
ハ
ガ
キ
で
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

⑤
入
園
諸
費
用
及
び
納
入
日 

入
園
料
二
八
、
〇
〇
〇
円
を
２
月
４
日

（
面
接
日
）
に
ご
準
備
く
だ
さ
い
。 

⑥
預
か
り
保
育 

子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
、
幼
稚
園
の

教
育
時
間
終
了
後
（
午
後
６
時
ま
で
）、

及
び
夏
期
、
冬
期
、
春
期
休
業
中
も
預

か
り
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

⑦
給
　
食 

　
週
４
回
の
給
食
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

⑧
入
園
後
毎
月
納
入
し
て
い
た
だ
く
費
用 

　
保
育
料
　
二
一
、
五
五
〇
円 

　
バ
ス
代
　
　
一
、
〇
〇
〇
円 

＊
２
番
目
以
降
の
お
子
様
に
つ
い
て
は
町
よ
り

　
補
助
が
あ
り
ま
す
の
で
無
料
と
な
り
ま
す
。 

⑨
就
学
奨
励
費
補
助
金 

幼
稚
園
に
通
う
園
児
の
保
護
者
に
、
所

得
に
応
じ
て
、
国
と
町
か
ら
22
万
円
（
平

成
23
年
度
の
場
合
）
を
最
高
に
補
助
金

が
出
て
い
ま
す
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
　
綾
幼
稚
園
　
七
七
―
〇
一
五
三 

 

　
平
成
24
年
成
人
式
を
来
年
１
月
３
日
（
火
）

に
開
催
し
ま
す
。 

　
子
ど
も
さ
ん
や
知
人
の
方
が
町
外
に
お

住
ま
い
で
、
ふ
る
さ
と
綾
で
の
成
人
式
に

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
社
会
教
育
課

に
お
電
話
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
町
内
に
住
所
が
あ
る
方
に
つ
い

て
は
案
内
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
。 

 

◆
締
め
切
り
　
11
月
25
日
（
金
） 

 

2
問
い
合
せ
・
申
込
み
先（
直
通
） 

　
　
社
会
教
育
課
　
七
七
―
一
一
八
三 

 

 

　
平
成
23
年
度
の
綾
町
職
員
採
用
試
験
（
２

次
募
集
）
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。 

 

職
種
・
採
用
予
定
人
員
お
よ
び
受
験
資
格 

  

職
種 

  

土
木 

 

試
験
日
時  

平
成
23
年
12
月
４
日
（
日
） 

試
験
会
場
　
綾
町
役
場 

受
付
期
間
　
10
月
31
日
（
月
）
〜 

　
　
　
　
　
　
　
　
11
月
18
日
（
金
） 

受
付
申
込
　
総
務
税
政
課
　
行
政
係  

 

※
実
施
要
領
及
び
願
書
は
役
場
窓
口
で
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。
実
施
要
領
に
つ
い
て

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
　
総
務
税
政
課
　
七
七
―
一
一
一
二 

　 　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
「
健
康
ス
ポ

ー
ツ
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。
負
担
の
少

な
い
種
目
で
す
の
で
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

日
　
時 

11
月
１
・
８
・
15
・
22
・
29
日 

綾の照葉樹林 
プロジェクト 
の動き 

　
綾
の
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

環
と
し
て
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
本
数
を
間

伐
等
で
減
ら
し
、
林
内
に
光
を
多
く
入
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
周
辺
の
照
葉
樹
か
ら
自

然
に
種
が
落
ち
、
芽
生
え
る
の
を
促
す
た

め
干
ば
つ
作
業
を
実
施
し
ま
す
。 

　
そ
の
為
、
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
で

こ
の
壮
大
な
１
０
０
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

日
　
程
　
　
平
成
23
年
11
月
26
日(

土) 

集
合
場
所
　
川
中
公
園
駐
車
場 

集
合
時
間
　
午
前
８
時
30
分 

参
加
料
　
　
無
料 

募
集
定
員
　
30
名 

 

お
申
し
込
み
の
詳
細
は
、
綾
の
照
葉
樹
林
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
て
る
は
の
森
の
会
ま
で 

　
電
　
話
（
〇
九
八
五
）
三
五
―
七
二
八
八 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
九
八
五
）
三
五
―
七
二
八
九 

第
9
回  

間
伐
作
業
開
催 

照
葉
樹
林
の
森
へ
出
か
け
よ
う
！ 

 

採
用
予
定
人
員 

 １ 

名 

　
　
　
受
験
資
格 

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら 

平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で 

に
生
ま
れ
た
者 
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詳
細
は
直
接
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ 

く
だ
さ
い
。 

有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
あ
っ
と
ほ
ー
む
心
愛
」 

 

【
募
集
人
数
】
若
干
名 

【 

職
　
種 

】
宿
直
職
員 

【 

性
　
別 

】
問
わ
ず 

【 

条
　
件 

】
宿
直
の
で
き
る
健
康
な
方 

【 

年
　
齢 

】
問
わ
ず 

  

※
詳
細
は
面
談
の
上 

 

問
合
せ
先
　
あ
っ
と
ほ
ー
む
心
愛 

　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
三
〇
―
七
八
一
一 

午
後
２
時
〜
午
後
３
時
30
分 

（
毎
週
火
曜
日
、
計
５
回
） 

場
　
所
　
て
る
は
ド
ー
ム 

講
　
師
　
亀
澤
　
廣
行 

内
　
容
　「
楽
楽
ス
ク
ワ
ッ
ト 

体
験
教
室
」 

①
食
事
の
摂
り
方 

　〈
講
義
〉
五
大
栄
養
素
に
つ
い
て 

②
運
動
（
ス
ク
ワ
ッ
ト
・
背
筋
・
腹
筋
の

　
正
し
い
フ
ォ
ー
ム
） 

　〈
実
技
〉
下
半
身
の
強
化
と
背
筋
・
腹
筋

　
　
　 

　
軽
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

参
加
料
　
無
料 

申
込
締
切
日
　
10
月
31
日
（
月
） 

 

2
問
い
合
せ
・
申
込
み
先（
直
通
） 

　
て
る
は
ド
ー
ム
　
七
七
―
一
一
一
五 

       

　
第
24
回 

綾
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
定
期

演
奏
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
を
準
備
し
て
い
ま
す
。 

入
場
無
料
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

と
　
き
　
11
月
５
日
（
土
） 

　
　
　
　
夕
方
６
時
開
場 

　
　
　
　
６
時
30
分
開
演 

と
こ
ろ
　
公
民
館
文
化
ホ
ー
ル 

 

　
県
内
の
小
・
中
学
生
８
０
０
名
が
集
い
、

國
廣
杯
少
年
剣
道
大
会
が
次
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
す
。 

　
会
場
周
辺
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

ご
協
力
と
選
手
へ
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

 

と
　
き
　
11
月
３
日
（
木
） 

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
　
開
会 

と
こ
ろ
　
綾
て
る
は
ド
ー
ム （

社
会
教
育
課
） 

  

　
今
年
も
、
航
空
自
衛
隊
新
田
原
基
地
に

お
い
て
航
空
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
是
非

ご
家
族
お
揃
い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 
 【

日
　
時
】 

　
平
成
23
年
12
月
４
日
（
日
） 

　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時
（
予
定
） 

【
場
　
所
】 

　
航
空
自
衛
隊
新
田
原
基
地 

　
及
び
同
周
辺
空
域 

【
主
要
イ
ベ
ン
ト
】 

◆
『
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
』
の
ア
ク
ロ
バ

ッ
ト
飛
行
、
各
種
戦
闘
機
な
ど
に
よ
る

飛
行
展
示 

◆
陸
海
空
自
衛
隊
機
・
米
軍
機
・
戦
闘
機

装
備
品
の
地
上
展
示 

◆
ち
び
っ
子
花
自
動
車
な
ど
各
種
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
、
約
１
０
０
店
舗
の
出
店
な
ど 

【
入
場
料
】　
無
　
料 

 

※
ア
ク
セ
ス
他
詳
細
は
直
接
新
田
原
基
地
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

2
問
い
合
せ
先（
直
通
） 

　
航
空
自
衛
隊 

新
田
原
基
地
　
広
報
班 

　
　
　（
〇
九
八
三
）
三
五
―
一
一
二
一 

    

　
秋
も
深
ま
り
、
紅
葉
の
季
節
が
き
ま
し

た
。
綾
町
で
も
照
葉
樹
林
の
中
に
あ
る
数

少
な
い
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
で
も
見
ご
ろ
を
む

か
え
ま
す
。
紅
葉
狩
り
を
し
な
が
ら
の
森

林
セ
ラ
ピ
ー
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

   

紅
葉
狩
り
森
林
セ
ラ
ピ
ー 

 

と
　
き 

　
11
月
23
日
（
水
・
祝
日
）
※
勤
労
感
謝
の
日 

　
集
合
時
間
　
午
前
９
時 

集
合
場
所 

　
Ａ
コ
ー
ス
　
有
機
農
業
開
発
セ
ン
タ
ー 

　
Ｂ
コ
ー
ス
　
役
場
裏
駐
車
場 

プ
ロ
グ
ラ
ム
ご
案
内
及
び
定
員 

　
Ａ
コ
ー
ス
（
定
員
20
名
） 

　
　
　
　
川
中
神
社
コ
ー
ス 

　
Ｂ
コ
ー
ス
（
定
員
10
名
） 

　
　
　
　
護
国
神
社
築
山
コ
ー
ス 

参
加
費 

　
一
人
　
二
、
五
〇
〇
円
（
昼
食
代
込
み
） 

 

※
昼
食
は
、
Ａ
コ
ー
ス
は
セ
ラ
ピ
ー
弁
当
、

Ｂ
コ
ー
ス
は
て
る
は
の
森
の
宿
の
昼
食
バ

イ
キ
ン
グ
と
な
り
ま
す
。 

 

2
問
い
合
せ
・
申
込
み
先（
直
通
） 

　
農
林
振
興
課
内
・
森
林
セ
ラ
ピ
ー
推
進 

　
協
議
会
事
務
局
（
長
峰
） 

　
　
　
　
　
　
七
七
―
〇
一
〇
〇 

 

Information
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日 曜 場　　　所 日 曜 場　　　所 日 曜 場　　　所 

1111 汲み取り日 ※浄化槽の中に、雑巾や衣類が混入すると機械の故障の原因になります。 トイレットペーパー以外の異物を流さないようにして下さい。 
 

月 月 

秋季全国火災予防運動 

1 

2 

7 

8 

9 

10 

11 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

21 

22 

24 

25 

26 

28 

29 

30

火 

水 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

月 

火 

木 

金 

土 

月 

火 

水 

昭　和 

割　付 

久木野々・尾立・小田爪 

宮　原 

宮　原 

中川原住宅・中　堂 

四　枝 

四　枝 

上　畑 

宮　谷 

神　下 

昭　和・東中坪 

二反野・倉　輪 

古　屋 

尾　立・竹　野 

杢　道・　麓　 

麓 

麓 

南麓住宅・北　麓 

西中坪・南　麓 

立　町・揚　町 

　火災が発生しやすい時期を迎えるにあたり 

『 消したはず　決めつけないで　もう一度 』 

を合い言葉に11月9日～15日までの1週間全国火災予防運動が展開されます。 

　綾町消防団では消防機器･水利等の点検の他、11月5日(土)･6日(日)にかけて町内

一斉に防火査察を行い、住宅用火災警報器と消火器の点検を実施します。 

ご協力をよろしくお願いします。 

　全国で発生した火災のなかで就寝時間帯に逃げ遅れて亡く

なられている方が多いことから今年５月までに全ての住宅に

住宅用火災警報器の設置が義務づけられましたが、なかなか

設置がすすんでいないようです。 

　設置が義務づけられたのは寝室および上階に寝室がある場合には階段に設置することに

なっており、消火器とあわせて住宅用火災警報器も設置いただきますようお願いします。 

（綾町消防団） 

狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
ま
す
！ 

 

　
す
べ
て
の
犬
の
飼
い
主
は
、
狂
犬
病
を

予
防
す
る
た
め
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
さ
せ
、
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
綾
町
で
は
、
未
接
種
犬
の
予
防
注
射
を

左
記
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。 

　
登
録
済
み
の
未
接
種
犬
に
は
ハ
ガ
キ
で

通
知
し
ま
す
が
、
未
登
録
犬
に
つ
い
て
も

対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、
左
記
料
金
を
持

参
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

と
　
き
　
11
月
１
日
（
火
） 

　
　
　
　
午
後
３
時
〜
午
後
５
時 

と
こ
ろ
　
役
場
裏
駐
車
場 

接
種
料
　
３
千
円
（
毎
年
１
回
） 

登
録
料
　
３
千
円
（
生
涯
１
回
） 

 

　
※
郡
内
の
動
物
病
院
で
も
注
射
で
き
ま
す
。 

 

狂
犬
病
は
１
０
０
％
が
死
に
い
た
る
恐

ろ
し
い
病
気
で
す
。 

常
に
首
輪
・
綱
等
を
点
検
し
て
、
犬
の
逃

走
防
止
に
努
め
、
犬
の
放
し
飼
い
は
や

め
ま
し
ょ
う
。 

犬
は
愛
情
を
持
っ
て
正
し
く
飼
い
ま
し

ょ
う
。 

犬
が
不
明
に
な
っ
た
と
き
や
死
亡
し
た

と
き
、
ま
た
犬
を
譲
渡
し
た
と
き
は
届

出
が
必
要
で
す
。 

（
町
民
生
活
課
） 
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朝
夕
の
日
課
と
な
り
た
る
打
水
に
小
さ
き 

虫
が
必
死
に
泳
ぐ 

掘
り
た
て
の
生
の
甘
藷
食
み
飢
ゑ
耐
へ
し 

教
え
子
憂
ふ
飽
食
の
今 

町
生
涯
学
習
教
室
「
短
歌
」
受
講
生
の
作
品 

三
原 

優
子
さ
ん
（
立
町
地
区
） 

中
村
桂
太
郎
さ
ん
（
揚
町
地
区
）　 

な
ま 

い  

も
　 

は 

◆
綾
町
社
会
福
祉
協
議
会
◆ 

〈
一
般
寄
付
〉 

　
　
寄
付
者
　
　
　
　 
物
品
　
　（
地
区
名
） 

  

※
野
菜
な
ど
は
福
祉
施
設
な
ど
で
使
わ
せ
て
い
た

　
だ
い
て
い
ま
す
。 

〈
忌
明
寄
付
〉 

　
　
寄
付
者
　
　
　
　 

故
人
　
　（
地
区
名
） 

        

◆
綾
町
育
英
会
◆ 

〈
一
般
寄
付
〉 

　
　
寄
付
者
　
　
　
　 

物
品
　
　（
地
区
名
） 

 

◆
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
◆ 
善
意
の
寄
付 

（
敬
称
略
） 

人
間
の
日
常
の
営
み
が
小
さ

な
生
き
物
に
と
っ
て
は
脅
威

な
の
だ
。
地
球
の
ご
く
自
然

な
営
み
が
我
々
人
間
に
は
と

て
つ
も
な
い
脅
威
と
な
る
よ

う
に
。
３
・
11
の
津
波
を
思
う
。 

 

苦
し
い
時
代
を
生
き
て
こ
ら

れ
た
方
々
に
は
信
じ
難
い
よ

う
な
昨
今
の
グ
ル
メ
・
ブ
ー
ム
。

「
掘
る
」
と
い
う
題
詠
に
当
時

の
教
え
子
を
思
う
作
者
な
の

だ
。
歴
史
的
な
か
な
遣
い
の
歌
。 

温
か
い
お
気
持
ち
を
い
た
だ
き
、 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

【 

解  

説 

】　
　
　
　
　
　
　 

生
涯
学
習
講
座
「
短
歌
教
室
」　 

講
師
　
生 

野  

由
美
子  

綾中学校昭和41年度卒業生の皆さん 

田

淵

民

男

 

吐

師

　

保

 

    

原

田

　

誠

 

長

友

正

雄

 
 

姫

野

建

二

 

森

　

猛

 

坂

元

笑

子

 

興

梠

　

薫

 

蚊

口

定

明

 
     

昭
和
41
年
度
綾
中
学
校
卒
業
生
一
同 

／ ／     ／ ／ 
 

／／／／／       ／ 

野
　
菜 

野
　
菜 

    

ナ

ミ

 

淳

子

 
 

見

則

 

淳

一

 

秀

則

 

石
井
春
朗 

ヤ
エ
子 

   

　

　

 

  

金
一
封 

（
尾
　
立
） 

（
宮
　
原
） 

    （
古
　
屋
） 

（
揚
　
町
） 

 （
西
中
坪
） 

（
西
中
坪
） 

（
南
　
麓
） 

（
神
　
下
） 

（
南
　
麓
） 

      （
綾
　
町
） 

（
宮
崎
市
） 

　
11
月
２
日
か
ら
、
宮
崎
県
の
最
低
賃
金
が
「
時
間
額 

６
４
６
円
」
に
改

正
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最
低
賃
金
は
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ

ト
を
含
む
宮
崎
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。 

   

ご
存
知
で
す
か
？
中
小
企
業
を
応
援
す
る
業
務
改
善
助
成
金 

　
事
業
場
内
で
最
も
低
い
賃
金
を
４
年
以
内
に
時
間
額
で
８
０
０
円
以
上
に
引
き
上
げ

る
賃
金
改
善
計
画
を
策
定
し
、
労
働
能
率
の
増
進
に
資
す
る
設
備
・
器
具
の
導
入
等
の
業

務
改
善
を
実
施
し
た
場
合
に
、
そ
の
費
用
の
２
分
の
１
（
上
限
１
０
０
万
円
）
を
助
成
す

る
「
業
務
改
善
助
成
金
制
度
」
が
本
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

問
合
せ
先
・・・ 

宮
崎
労
働
局
労
働
基
準
部  

賃
金
室
　
2 

三
八
―
八
八
三
六
　 

宮
崎
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

宮
崎
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た 

宮
崎
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た 

11 月 
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●
●
●
●

●
●
●

●

●

第50回綾町民体育大会開催 
　10月9日、綾てるはふれあい
広場で、綾町民体育大会が開催
されました。今回は50回の記念
大会で、新たな競技等も加わり、
各地区の子どもから高年者の方
まで多くの方がさわやかな汗を
流しました。また、会場はたく
さんの笑顔があふれ、参加者同
士が親睦をふかめていました。 
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A y a  T o p i c s

綾小学校運動会 
 

　綾小学校で9月25日、運動会が開催されました。天候は曇り空でしたが、児童や保護者らの歓声で会場は
活気にあふれ、赤、白団に分かれて競った徒競走や玉転がし、リレーなどの競技では、「頑張れ―」と会場
から大きな声援が送られていました。また、6年生の「組体操」ではみんなが心を一つにしこれまでの練習の
成果を披露。会場から盛大な拍手がおくられました。 

●バスケットボール 男子・・・・・・・・・・ 
●バスケットボール 女子・・・・・・・・・・ 
●軟式野球・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
●ソフトテニス 女子個人 
　 　（河野・竹内ペア）・・・・・・・・・・・・ 
●サッカー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
●柔道 女子団体・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
●柔道 女子個人（領下）・・・・・・・・・・・ 
　　　　　　　 （中野、後迫）・・・・・・ 
　　　　　　　 （竹之井、邊木園）・・・ 
●柔道 男子個人（川崎）・・・・・・・・・・・ 
　　　　　　　 （吉岡）・・・・・・・・・・・ 
●卓球 男子個人（永光）・・・・・・・・・・・ 

　第35回宮崎地区秋季体育大会が開催され、その中で
次の種目が県大会に出場することが決まりました。 
　今後の応援をよろしくお願いいたします。 

準優勝 
ベスト８ 
ベスト８ 
 
優　勝 
ベスト８ 
優　勝 
１　位 
２　位 
３　位 
２　位 
３　位 
ベスト16 
 

宮崎地区中学校秋季大会結果 

優
勝
　
柔
道 

女
子
団
体 

優
勝
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス（
河
野
・
竹
内
ペ
ア
） 

職員の先生方は、校長先生がデザ

インした、「出会い坂」の描かれ

たポロシャツをつくり、みんなで

着用。子ども達とともに会場を盛

り上げていました。 
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募金に御協力いただきありがとうございました 
 

　9月17日から19日にかけて開催されました「第3回
AYAてるはカップ中学生柔道大会」には、募金活動の
趣旨にご賛同いただいた多くの皆様のおかげをもちま
して、東日本大震災の被災地であります岩手県沿岸部
の山田中学校柔道部23名を招待し、柔道を通じた支援
を行うことができました。招待した山田中柔道部は、
綾中学校をはじめ参加校の柔道チームと共に汗を流し、
絆を深め帰郷されました。皆様のご支援にお礼を申し
上げます。　 

知事とのふれあいフォーラム 
 

　10月 14日に、町公民館で、「知事とのふれ
あいフォーラム」が開催され、綾町の各団体か
ら33名が参加しました。 
　このフォーラムでは、県政や地域の課題等に
関して、知事と町民の皆さんによる「ざっくば
らんな」意見交換が行われました。 

韓国鎮安郡との友好協定締結について 
 

　韓国の鎮安郡とは、平成16年に有機農業や照葉樹林などの町づくり
の視察のために来町されて以来、鎮安郡からは5回、綾町からも3回訪
問するなど、親密な交流を続けてきました。鎮安郡は韓国国内におい
て有機農業や食育など地域づくりの先進地として注目されており、綾
町にとっても学ぶことは多いものと思われます。 
　また、今後も産業や教育など多方面で、さらなる国際化が進展する
ものと思われ、これに対応することも重要な課題となっています。 
　これらのことより、今年7月に鎮安郡を訪問した際に今後の交流につ
いて協議し、さらに交流を深めることで合意し、具体的には下記のよ
うに推進することになりました。 
 

○ お互いの役所内に交流の窓口を設置する。 

○ 公式訪問は隔年を原則とするが、民間の自発的な交流は必要に応じて訪問する。 

○ 民間での交流促進のため、日韓交流協会の設立を支援する。 

○ 長期研修等は自己負担を原則とするが、宿泊や研修については便宜を図る。 

○ 民間の研修等においても、両自治体は安い宿泊施設等の発掘、紹介に努める。 
 

　このような経緯を経て、今年11月の工芸まつりに郡守と郡議長が来町される機会に「友好交流協定」を締
結いたします。 
　今後とも、韓国鎮安郡との友好交流に町民のみなさんのご理解とご協力をお願いします。 

トン  　チャンオク 

董　昌 玉 さん 
9月18日～12月15日まで、交流の一環
として韓国鎮安郡より職員が派遣され、
綾町の自然生態系農業システムをはじめ、
様々な取り組みについて勉強されています。 
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日付/曜日 てる はドーム  てる は 広 場  錦原サッカー場 錦 原 野 球 場  

  

教育委員任命 
 

　教育委員会委員としてご苦労い
ただいていました今吉委員が退任
され、その後任として新たに柿田
美香さん（宮谷）が任命されました。
任期は、平成25年12月24日まで
です。 

実りの秋「稲刈り体験」 
 

　実りの秋を迎え、小学5年生が
稲刈りを体験しました。ＪＡ青年
部の指導のもと、肥料まきから、
田植え、草取りをしてようやく10
月7日に稲刈りをすることが出来
ました。 
　収穫したお米は、11月に予定し
ています「農家のおじちゃん、お
ばちゃんと食べる会」で味わうこ
とになっています。 

暴力団排除措置のための協定書調印 
 

　9月議会で「綾町暴力団排除条例」
が議決され、10月１日より施行さ
れました。それに伴い、暴力団排
除措置を講ずるための連携に関す
る協定を10月4日に高岡警察署と
の間で締結することで合意し、協
定書の調印式が行われました。今
後行政と警察が一体となって、暴
力団排除に向けて取り組んでいき
ます。 

綾の花火大会開催 
 

　9月17日、綾南川三本松橋上流
河川敷で、「第31回綾の花火大会」
が開催され秋の夜空に、色とりど
りの4000発の花火が打ちあがり
ました。この日を待ちわびた多く
の観客はその幻想的な光景に魅了
され、終盤に披露された連続打上
げ花火に歓声をあげていました。 

「ブルガリア・カザンラック 民族舞踊団公演in綾」開催 
 

　9月21日、文化ホールで、「ブルガリア・カザンラック民族舞踊団公演in綾」
が開催されました。団員たちは色鮮やかな衣装をまとい愉快なリズムの
伝統的な民族舞踊を披露し、会場の多くの観客が魅了されていました。 
 
《カザンラック民族舞踊団》 
　1947年に創立。ブルガリ
アで最も長い伝統を誇る青少
年舞踊団。中央ブルガリアに
位置する「バラの谷・カザン
ラック市」を拠点に世界各国
で2,000回以上の公演をおこ
なっています。 
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第25回国廣杯少年剣道大会 

第13回 宮崎県中学校秋季体育大会

　　　　　　　（ハンドボール） 

綾町商工会 

てるはドーム杯ABCD団体戦大会（バドミントン） 

工芸まつり 
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現在、健康センターの心理相談員
としてご活躍中です。 
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日付 行　　事　　名 時　間 場　所 

11月 くらしのカレンダー 
282-0033 

275-2104 

275-3300 

275-9099 

275-8585 

282-3531

小室医院…………… 

山下医院…………… 

八代医院…………… 

さとう内科小児科医院 

田中外科医院……… 

辰元病院…………… 
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の日曜在宅医 11月 

高年者健康講座（中堂） 

わくわく広場 

文化の日 
第25回国廣杯少年剣道大会 
在宅医　小室医院（282-0033） 

綾っ子広場「みかん狩り」 

第24回　綾中学校吹奏楽部定期演奏会 
第35回宮崎県中学校秋季体育大会 

第30回綾競馬 
町内一斉清掃 
在宅医　山下医院（275-2104） 

高年者クラブ会長会 
自治公民館長会 

 

合同金婚式 
秋季全国火災予防運動（～15日） 
親子教室「コアラ」 
廃ビニール回収日 

定例教育委員会 

子牛セリ市（～12日） 
韓国鎮安郡来町 

綾・有機農業まつり 
綾町総合文化祭（～13日） 

綾・有機農業まつり 
（第23回有機農業推進大会・町と村を結ぶ食のふれあい広場） 
綾町総合文化祭 
在宅医　八代医院（275-3300） 

 

 

ゆったり子育て教室 

 

韓国鎮安郡来町 
移動消防学校（機関科） 

第30回綾工芸まつり（～23日） 

在宅医　さとう内科小児科医院（275-9099） 

 

 

勤労感謝の日 
在宅医　田中外科医院（275-8585） 

廃ポリ回収日 

定例農業委員会 
誕生会 

 

在宅医　辰元病院（282-3531） 
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中堂公民館 

子育て支援センター 

 
綾てるはドーム 
 

馬事公苑集合 

文化ホール 
 

綾馬事公苑 
 
 

高年者研修センター 
町公民館大会議室 

 

てるはの森の宿 
 
子育て支援センター 
JA選果場 

町公民館 
 

中央家畜市場 

健康センター前広場 
町体育館 

文化ホール・武道館 
 
町体育館 
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開発センター 
子育て支援センター 
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水 垂水弁阿闍梨の墓  
　南北朝時代の頃、上畑に居住し長

楽寺を創建した人で伊東氏の跡継ぎ

問題を無血で解決したとされている。

町内でも最大の五輪塔として文化財

に指定されている。 

未来へ残そう！ 

スイスベル演奏  
　新照葉大吊橋オープンセレモニー

会場で演奏されたスイスベル。素敵

な音色が会場に響いていました。 

11月は、　　　　　　　 
国民健康保険税7期 
　　　　　　の納期です。 
納期限は11月30日（水）です。 

今月の一枚 

18：00～開場 
18：30～開演 


